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第３回家庭学級教育 

〜⾳楽を通した「共感」から⽣まれるもの〜 
 
☞TOPIC 

 １、⾳楽を演奏したり聞いたりしているとき、頭の中では何が起こっている？ 
 ２、幼少期に⾳楽に取り組むメリット 

３、共感の種類 
 ４、⾳楽を通した共感 
 
☞KEY WORDS 

fMRI（磁気共鳴機能画像法）、神経の可塑性、Sympathy ‒ Empathy ‒ Apathy、⾃⼰表現 
 
☞MEMO 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

   ＜本⽇の演奏曲＞ 

♪ 愛の挨拶 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ E.エルガー（1857-1934） 

♪ 「イタリア組曲」より序奏 ・・・・・・・・・・・・ I.ストラヴィンスキー（1882-1971） 

♪ ⽩⿃  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ C.サン＝サーンス（1835-1921） 

♪ 夢のあとに ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ G.フォーレ（1845-1924） 

♪ ⽂楽 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 黛敏郎（1929-1997） 

♪ チェロソナタ第２番ト⻑調 作品 5-2 ・・・・・・・・ L.v.ベートーヴェン（1770-1827） 
第１楽章：Adagio sostenuto e espressivo ‒ Allegro molto più tosto presto 

第２楽章：Rondo. Allegro 

 

 

   ＜演奏者プロフィール＞ 

○⾕⼝ 賢記（Masanori Taniguchi, cello） 

4 歳にてピアノ、18 歳にてチェロを始める。京都⼤学理学部卒業、同⼤学院理学研究科にて時
間⽣物学を専攻し修⼠課程を修了。その後、ボストン⾳楽院へ留学、同院より⾳楽修⼠号を取
得後、全額奨学⽣としてディプロマを取得。CMFoNE 第 1 回国際室内楽コンクールで第 1 位に
⼊賞するなど受賞歴多数。現在は東京を本拠地とし、国内外で多様な演奏活動、指導活動、⻘
少年育成活動を展開しながら、他分野の芸術とのコラボレーションにも⼒を⼊れている。東京
藝術⼤学「Arts Meet Science」プロジェクトコーディネーター。スタイナート主宰。ラインハ
イト室内楽アカデミー講師。全⽇本ピアノ指導者協会正会員。公式 HP＜cellotaniguchi.com＞ 

 

○⾼⿃ 舞（Mai Takatori, piano） 

東京⾳楽⼤学器楽学科ピアノ専攻卒業。在学中、International Piano Week(Wavre-Belgium)に
参加。第 10 回横浜国際⾳楽コンクール⼊選、第 22 回⽇本クラシック⾳楽コンクール⼊選等。
2015 年、2017 年、2018 年ソロリサイタルを開催。宇都宮美術館企画展イベントに多数出演。
「⾳楽と映像で楽しむ絵本朗読会」、「⾳楽と朗読の午後」等で⾳楽制作・演奏を担当し、好評
を博す。⼩⼭⾳楽家協会会員。これまでに⼩久保素⼦、⽯附秀美、野中正の各⽒に師事。現在、
ソロや室内楽などの演奏活動を⾏うほか後進の指導にあたっている。 




